
琴の浦荘全事業所協働しての初めての行事「琴の浦くんち」を開催しました。日

頃の感謝の意味を込め、入居者・利用者様、ご家族様、地域の皆様に楽しんでいた

だけるようイベントを企画しました。こすもすクラブのエイサーや職員によるコッ

コデショ、長崎大学全学龍踊部による迫力ある龍踊りに何度も「持ってこーい！」

の掛け声があがり、会場は拍手と歓声で大いに盛り上がりました。 

 ゲームコーナーでは、「千本引き」や「射的」「魚釣りゲーム」で豪華景品を獲得

するために、夢中で楽しまれている姿がありました。軽食コーナーでは、焼きそば

や綿菓子のおいしそうな香りに誘われ、それぞれの屋台の味に満足されていました。

10月20日（木）



オムツメーカーの方を講師へ招き、排泄ケアについて勉強会を開きました。勉強

会では、利用者様に合ったオムツのサイズや機能性について学ぶことが出来ました。

普段の介助技術向上につながり、入居者様の不快な気持ちを軽減できるよう、これ

からも日々ケアの質の向上に努めていきます。 

10 月 24日（水） 10月 17日(水) 

今回は施設内の消防設備、避難経路、避難場所を参加者全員で歩き確認をしまし

た。火災発生時や災害時の職員の動きや防災設備の使用法用について理解を深める

機会となりました。参加者より、いざっという時の対応が学べ、今後も繰り返し訓

練へ参加し入居者様や利用者様を避難誘導したいとの感想がありました。 

 今回の会議では「笑顔」をテーマに、活動報告をさせていただきました。様々

な活動を通して、イベントやレクレーションの場面での笑顔で過ごされて利用者

様の姿を報告いたしました。後半は、デイサービスで「リズム体操」を参加者と

利用者様と一緒に体験しました。参加者より「利用者様が楽しんで体操をしてい

る姿を見てとてもよかった。」との声をいただきました。 

10月 16日（火）18日（木）

 年間通して形上小学校4年生の児童と交流の一環として、今回は高齢者疑似体験

をおこないました。視野狭窄ゴーグルや白内障体験メガネ、体の重りや手の乾燥を

体験するグローブなど、子ども達は初めての使用した感覚に戸惑いの連続だったよ

うです。参加した子供たちからは「体が重かった」「腰が曲がった」「他の人の支え

がうれしかった」という感想が聞かれ、助け合いの心が育まれたようでした。 

10月15日（月）


